
高松市立木太中学校 体力向上プラン 

「教育目標      自ら学び 自ら考え 共にたくましく生きる生徒の育成  」 

１. KITA中プライド  

 

 

 

 

 

 

 

２．目標 

粘り強く学習や運動に集中することができる生徒の育成を目指すために、体力の定着を基

本授業や部活動を運営する。 

 

基礎体力向上定着のための機会を設ける。 

昼休みの運動の機会、フレンドシップデーなど。 

毎時間の補強運動や持久的運動を取り入れる。 

 

  どの生徒も安心して受けることができる体育の授業の実践 

授業規律の見直しと徹底を図る。運動への安全意識と集中力の向上を図る。 

 

トレーニングの効果や意義を理解することで効率よく競技力や体力を向上させることを考える

力を育む。教員や仲間と相談しながら、自ら練習や運動に対して考えを持ち、向上しようとする

意識を育てる。食育と関連づけて、栄養の摂り方を学び、自らの体力向上と健康の保持増進を

目指す意識を育む。 

 

生徒の健康安全を意識したチェック項目、生徒が授業内容の理解をより深める工夫の例 

始業 服装・健康安全確認 

はじめ 
授業内容の確認、見通しのもてるように説明 

ウォーミングアップの徹底・特にその時間によく動かすところ。 

なか お互いの健康チェック 

終わり 健康・安全確認 

 

本校の現状について 

 体力差の大きい生徒。熱中症など運動に対する体力不安。 

 全国平均に比べ平均値もしくは上回る学年が多くみられたのが立ち幅跳びである。 

 反対に、全国平均を下回る項目が多く、特に握力や上体起こしなど筋持久力に差が見られ

る。 

 


